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本日の進行(12:30) 

三菱自動車 

「電気自動車の話」 

―次回のお知らせ― 

5 月 6 日(12:30) 

ユリ．ハース君 

（R 財団平和ﾌｪﾛｰ奨学生）

        ≪ 第 2342 回 例 会 記 録   2010 年 4 月 15 日 ≫      

出席報告 会員数 38 名（出席免除 6 名） 出席数 23 名 出席率 71.88％ 前回修正出席率 75.00％ 

■ 会 長 の 時 間   臼井 浩 会長                  

先週のお花見・懇親例会は、天気に恵まれ、桜も満開、

行程で渋滞に巻き込まれることも無く、横浜港のクルー

ズも楽しめました。松井親睦委員長をはじめ親睦委員会

の方々の周到な準備が大変楽しい会にして頂いたもの

と思い感謝致します。 

 今、ロータリー国際親善奨学生の応募者につき面接、

選考が進められております。逗子クラブにも 1 名応募

者がありました。大変優秀な方と思いますが、年間

＄25000 が無償援助（返還なし）なので応募者も多く、

地区での選考はかなり狭き門と思われます。ＲＣの奨学

生には国連で活躍の緒方貞子さんが奨学生の目標とし

て良く話題になりますが、今、スペースシャトル・ディ

スカバリ－に搭乗している宇宙飛行士の山崎直子さん

もその一人になるものと思います。彼女は東大工学部卒

業後、米国メリーランド大学に留学した際、松戸中央Ｒ

Ｃの推薦で、国際親善奨学金を受給されております。逗

子クラブからの推薦者も、是非狭き門を突破して欲しい

と期待しております。 

入会希望の方について、皆様に通知をお出ししており

ましたが、今年度 2 人目の新会員草柳博氏をお迎えす

る事になりました。入会式は５月に行う予定です。  

本日のフォーラムは国際奉仕がテーマです。姉妹クラ

ブの問題などについて鈴木国際奉仕委員長のリードに

よる活発な討論を期待いたします。 

地区ではそろそろ次年度の用意が進んでいます。 

河合賢治ガバナー補佐及び四十八願稔次年度ガバナー

補佐が近く御挨拶に来られる予定です。 

私の任期も余すところ、後 2 カ月半になりました。

皆様のお力を借りて、何とかモントリオール国際大会ま

で、頑張りますので引き続きご協力をお願い致します。 

 

■ 報告 

幹事：＊週報 横須賀 RC 鎌倉大船 RC 京都紫野 RC ＊次年度幹事・事務局研修会 5/8 於：鎌倉ﾊﾟｰｸﾎﾃﾙ 

   ＊第 2G 会長幹事引継会 5/18 於：北鎌倉 鉢の木 ＊例会変更：鎌倉北 RC-4/28 畑作り 鎌倉大船-4/29、5/6
休会 ＊京都紫野 RC とのゴルフコンペ 5/22－23 掛川 CC １泊 1 ﾌﾟﾚｰ or1 泊 2 ﾌﾟﾚｰ。 

 

 

 

 

 

 

 

新天安 RC 表敬訪問 予定（4 月 26 日～28 日） 
参加者：鈴木(久)(団長) 山口 村田 横山 鈴木(安) 松井 

 三宅 臼井 山本(由) 安藤（10 名） 
26 日(月) 羽田⇒ソウル泊  
27 日(火) 15:00 新天安着 18:00 例会出席（10 名）新天安泊 
28 日(水) 新天安⇒ソウル⇒羽田帰着  

 

次週例会：５月６日(木) 12:30 卓話 ユリ  ハース君（R 財団平和フェロー奨学生） （4 月 29 日休会）  



■国際奉仕フォーラム  ☆☆ 姉妹クラブ・友好クラブ ☆☆ 

鈴木(安)国際奉仕委員長：新天安との姉妹クラブ関係は

1979 年以来。地区の組合せ（新天安からの要望もあり）

で先方の地区大会に出席し締結。以来、31 年目になる。

行き来の回数は大変な数を重ね交流を果たしてきた。し

かし、馴染んでいた人が退会したりして、言葉が通じな

くなり、コミュニケーションが取れなくなった。姉妹ク

ラブ締結を終了する事が決まり、先方の会長や親しい邊

さんに話し、けじめとして、来る 26 日～28 日、10 名

で新天安 RC の例会に表敬訪問をする。京都紫野 RC と

の関係は、伊豆蔵氏、石黒会員の着物の関係から始まり、

27 年になる。京都とは馴染みが深く楽しい関係で、ゴ

ルフの交流もある。 
 この機会に今後どういう方向が良いか、3 グループご

とにディスカッションをして内容を発表して頂きます。 
A グループ 山本(由)会員：英語圏が良い。ｵｰｽﾄﾗﾘｱ、ﾆｭ

ｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞも良いが移動に時間がかかり過ぎる。東京地区

に入るグァムやサイパン、あるいはシンガポール、マレ

ーシアなど東南アジアはどうか。交流するのは大変なの

で、無理に姉妹締結をする事もないという意見もある。 

B グループ 矢部(房)会員：新天安 RC との交流の思い

出を聞かせて頂いた。青少年の交流もあったということ

だが、お互いにメリットがあることが必要。国際交流の

条件として、言葉が通じ、気候が良く、食が良い、反日

感情が少ない、移動時間が 5 時間以内、などがある。レ

ジャーだけでなく、多くのメンバーが交流でき、ハート

で付き合う事が出来る関係になる事。締結期間は長期で

はなく、2～3 年に区切ってはどうか。候補として台湾、

グァム、フィリピン、シンガポール、ベトナムなど。 

C グループ 藤吉会員：姉妹クラブを持つ意味としては

異文化を肌で感じるということであるが、多くの会員が

参加出来る時間(距離)と費用を考慮すべきである。逗子

にゆかりのある所、相手が逗子に魅力を感じているクラ

ブが良い。 

鈴木(安)国際奉仕委員長：ロータリーの国際交流である

ので、今年度の間に委員会で研究をしてみたい。

 
 
 
 
 
 
■ ニコニコ BOX   （４４．０００円） 

篤 君…今日は会報当番です。ご協力を。 臼井君…親睦委員会の皆様ご苦労様でした。十分に楽し

みました。パーフェクトでした。 山本(三)さん…ご無沙汰していました。 
山口君、三宅君、藤吉君…遅れましてすみません。 山本(由)君、矢部(房)君…冬に舞い戻って寒いですね。 
石田君…皆様ご苦労様です。 矢部(光)君…先週の親睦旅行、お酒、お花見、クルーズ

と天気に恵まれ最高でした。松井親睦委員長、

思い出ありがとう！ 
鈴木(久)君…桜花さようなら、寒さ身にしみます。 
村田君…予報士もオロオロの天気。 

福嶋君…お花見楽しかった。クルージングの中華料理、

あんな不味いのは初めて。今日は口直しだ。 
松井君…冬・春、毎日着る物に苦労します。健康に気を

つけましょう。 
安藤君…先日 G.W の研修会を中谷元防衛庁長官・代議

士の参加で大成功に行うことが出来ました。 
高洲さん…皆様お疲れ様でした。初めてのバス旅行、楽

しかったです。 
ニコニコ BOX 本日合計  ￥    ４４．０００ 坂井君…今日、78 才の誕生日を迎えました。 
         累計  ￥ １．３７３．０００ 鈴木(久)君…誕生祝いを頂いて。 
ご協力ありがとうございました。 市川君、横山君、篤君…結婚祝を頂いて。 

 
∬∬ コラム ∬∬          想 い 出 の 講 演 

むかし地区大会で、草柳大蔵氏と植村直己さんの講演を聴いた事がある。草柳氏は、深い学識と豊富な経験を基に、世界を

駆け巡って集めた膨大な資料を、分析、評価した結論を語られた。われわれ聴衆のレベルに合わせて、気負わない、普通に語

りかけるような話術であった。ワンフレーズ終わるまで息をつめて聞き入る様は、聞き手を魅了するとはこういうことか、と

深い感銘を受けた。万雷の拍手の中に降壇されたことは無論である。 

冒険家の植村さんは、ご自分の体験談を話されたが、自慢することなく、苦境から這い上がりついには種々の世界の頂点を

極めたことに言及された。強い意志と充分な身心の準備さえあれば、難関と思われるものも克服できるものだと実感させられ

た。自分はクライマーだが、特別優れたものは持ってはいない。ただ山登りが好きなだけだと謙虚に言われたのが印象的であ

った。最近の地区大会では、激しく魂を揺るがすような講演に出会わないのは寂しい。    会報委員長  篤  進 


